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本
史
料
は
、
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
が
古
書
肆
よ
り
購
入
し
、

所
蔵
す
る
古
文
書
で
あ
る
。
紙
質
は
楮
紙
。
三
紙
を
貼
り
継
い
だ
続

紙
で
あ
る
。
法
量
は
全
体
で
二
六
・
四
糎
×
九
三
・
〇
糎
。

年
紀
は
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
九
月
十
三
日
、
江
戸
時
代

前
期
の
古
文
書
で
あ
る
。
釈
文
を
示
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

［
釈
文
］

一
、�

今
度
さ（境
目
）

い
め
の
儀
ニ
付
、
け（
喧
嘩
）

ん
く
わ
仕
候
清
三
郎
」
と
申

者
あ（
危

）
や
め
申
候
付
、
御
か（
搦

）
ら
め
被
成
、
御
代
官
様
へ
」
被

仰
上
、
御
成
敗
可
被
成
処
を
色
々
御
わ（詫
言
）

ひ
事
」
申
上
、

史
料
紹
介

慶
長
十
三
年
九
月
三
十
日
付 

左
近
二
郎
等
起
請
文

河
　 

内
　
　
将
　 

芳
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い（
命

）
の
ち
の
儀
、
御
ゆ（宥
）う

免
被
成
忝
存
候
、」
向
後
、
何
様

之
儀
ニ
付
而
も
、
少
成
共
出
入
仕
候
ニ
」
お
い
て
ハ
、
何

時
成
共
、
御
成
敗
可
被
成
候
、
其
時
」
御
う（
恨

）
ら
ミ
に
存
ま

し
く
候
、次
今
度
助
三
郎
あ（跡
）と

の
」
田
畠
あ（
預

）
つ
か
り
申
候
、

是
故
ニ
如
此
出
入
有
之
儀
ニ
」
候
間
、
御
意
次
第
あ（上
）け

可

申
候
、
只
今
成
共
、
来
春
」
成
共
、
被
仰
次
第
、
少
も
不

残
上
可
申
候
、
其
御
心
得
」
被
成
候
而
可
被
下
候
、
村
中

江
た（対
）い

し
も（
勿
論
）

ち
ろ
ん
、」
清
五
郎
一
る（類
）い

た（誰
）れニ

よ
ら
す
少

成
共
あ（悪
）し

き
」事
仕
間
敷
候
、も
し
此
上
存
ち（違
）か

へ
候
者
、」

い
つ
〳
〵
ニ
な
り
候
共
、
御
成
敗
可
被
成
候
、
か（斯
や様
）う

ニ
」

御
わ（詫
言
）

ひ
事
仕
、
手
前
た
す
か
り
候
共
、
彼
清
三
郎
」
は（果
）て

申
ニ
お
い
て
ハ
、
御
成
敗
可
被
成
候
、
其
時
」
御
う（
恨

）
ら
ミ

に
存
間
敷
候
、

一
、�

新
四
郎
も
今
度
け（
喧
嘩
）

ん
く
わ
之
時
罷
出
、
左
近
太
郎
同
前
ニ
」

は
た
ら
き
を
な
し
申
候
へ
ハ
、
先
此
度
ハ
御
わ（詫
言
）

ひ
事
」
仕

候
、
以
来
少
成
共
出
入
有
之
ハ
、
何
時
成
共
御
成
敗
可
被

成
候
、」
其
時
一
こ（言
）ん

御
う
ら
ミ
存
間
敷
候
、

一
、�

二
人
の
請
人
ニ
左
近
二
郎
罷
出
、立
申
候
間
、以
来
少
成
共
」

け（
喧
嘩
）

ん
く
わ
其
外
何
ニ
よ
ら
す
悪
事
不
仕
候
様
ニ
い（異
見
）

け
ん
」

可
申
候
、
も
し
此
上
相
そ（
背

）
む
き
申
ニ
お
い
て
ハ
、
か
（
カ
）ら

め

上
可
」
申
候
、
幷
二
人
之
御
年
貢
少
も
不
残
無
沙
汰
仕
間

敷
候
、」
も
し
両
人
ふ（無
沙
汰
）

さ
た
申
候
者
、
左
近
二
郎
相
す（済
）ま

し
可
申
候
、

　
　
　

右
条
々
相
そ（

背
）む

く
ニ
お
い
て
ハ
、

　
　

�

ほ（梵
）ん

天
・
た（
帝

釈

）

い
し
や
く
・
し
（
四
）大

天
王
、
惣
而
日
本
国
中
」

六
十
よ
（
余
）所

の
大
小
神
儀（祇
）、

殊
別
而
当
国
ち（
鎮

守

）

ん
」
し
ゆ
春

日
大
明
神
・
八
幡
大
ほ（菩
薩
）

さ
つ
・
ゐ（稲
荷
）

な
り
・
」
き（祇
園
）

お
ん
・
伊

豆
箱
根
・
ミ（三
島
）

し
ま
の
大
明
神
・
氏
神
」
こ（小
守
）

も
り
、
此
世
ニ

而
ハ
黒
白
之
二
病
を
請
、」
来
世
ニ
而
ハ
無
間
に
し（沈
）つ

ミ
、

う（浮
）か

む
事
」
有
へ
か
ら
す
、
し（
神
罰
）

ん
は
つ
・
ミ（
冥

罰

）

や
う
は
つ
各

罷
」
可
蒙
候
、
仍
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
（
カ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
太
郎
（
略
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　

慶
長
十
三
年
戊申
九
月
卅
日　
　

新
四
郎
（
略
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
二
郎
（
略
押
）

　
　
　

 

甚
次
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　

 

ま
い
る
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写
真
を
み
て
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
文
書
様
式
は
、
三
紙
目
に

熊
野
牛
玉
宝
印
を
翻
し
、
そ
こ
に
神
文
を
記
し
た
起
請
文
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ど
う
い
う
人
び
と
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
神
仏
に
誓
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
内
容
を
か
つ
ま
ん
で
み
て
い
く
こ
と

か
ら
は
じ
め
よ
う
。

一
条
目
を
み
て
み
る
と
、「
さ（境
目
）

い
め
」
＝
境
界
争
い
を
め
ぐ
る

「
け（
喧
嘩
）

ん
く
わ
」
に
よ
っ
て
「
清
三
郎
」
の
命
を
危
う
く
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
本
来
な
ら
そ
の
身
（
左
近
太
郎
）
は
「
か（
搦

）
ら
め
」

ら
れ
、「
御
代
官
様
」
へ
「
仰
上
」
げ
ら
れ
て
「
御
成
敗
」
さ
れ
る

と
こ
ろ
を
「
色
々
御
わ（詫
言
）

ひ
事
」
を
申
し
上
げ
た
結
果
、「
い
の
ち
」

を
「
御
ゆ（宥
）う

免
」
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、「
向
後
」、

少
し
で
も
「
出
入
」
が
ま
し
き
こ
と
が
お
こ
っ
た
な
ら
ば
、「
御
成
敗
」

を
う
け
て
も
「
御
う（
恨

）
ら
ミ
」
に
思
わ
な
い
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
が

読
み
と
れ
る
。

ま
た
、
こ
と
の
発
端
と
な
っ
た
「
助
三
郎
あ（跡
）と

の
田
畠
」
に
つ
い

て
は
、「
只
今
」
で
も
、「
来
春
」
で
も
、「
御
意
次
第
」
で
返
上
す
る
、

そ
の
う
え
、「
村
中
」
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、「
清
三
郎
」
の
親
族

で
あ
る
「
清
五
郎
一
る（類
）い

」
に
対
し
て
も
悪
意
を
も
つ
こ
と
は
な
い
、

も
し
心
違
え
の
こ
と
が
あ
っ
た
の
な
ら
、
い
つ
で
も
「
御
成
敗
」
を

う
け
て
も
か
わ
ま
な
い
と
言
及
し
て
い
る
こ
と
も
み
て
と
れ
る
。

さ
ら
に
は
、今
回
、「
手
前
」（
左
近
太
郎
）
は
命
が
「
た
す
か
」
っ

た
け
れ
ど
も
、も
し
「
清
三
郎
」
が
（
手
当
の
甲
斐
な
く
）「
は（果
）て

申
」

す
こ
と
が
あ
っ
た
の
な
ら
、「
御
成
敗
」
を
う
け
て
も
「
御
う（
恨

）
ら
ミ
」

に
は
思
わ
な
い
と
も
記
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
起
請
文
を
記
し

た
主
体
の
ひ
と
り
が
、
左
近
太
郎
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な

ろ
う
。

二
条
目
で
は
、「
今
度
」「
け（
喧
嘩
）

ん
く
わ
」
に
あ
た
っ
て
「
新
四
郎
」

も
「
左
近
太
郎
同
前
」
の
「
は
た
ら
き
」
を
し
た
た
め
「
御
わ（詫
言
）

ひ
事
」

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、「
以
来
」
少
し
で
も
「
出
入
」
が
ま
し

き
こ
と
が
お
こ
っ
た
の
な
ら
、「
御
成
敗
」
を
う
け
て
も
「
一
こ（言
）ん

」

の
「
御
う（
恨

）
ら
ミ
」
に
も
思
わ
な
い
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と

れ
る
。

「
清
三
郎
」
の
命
を
危
う
く
し
た
の
が
、「
左
近
太
郎
」
だ
け
で
は

な
く
、「
新
四
郎
」の
存
在
も
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
読
み
と
れ
る
。

そ
の
結
果
、「
新
四
郎
」
も
ま
た
、
起
請
文
を
記
し
た
主
体
の
ひ
と

り
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
ろ
う
。

三
条
目
は
、「
左
近
太
郎
」「
新
四
郎
」「
二
人
の
請
人
」
と
し
て
「
左

近
二
郎
」
が
立
ち
、
二
人
が
「
以
来
」「
け（
喧
嘩
）

ん
く
わ
其
外
何
ニ
よ
ら

す
悪
事
」
を
し
な
よ
う
「
い（異
見
）

け
ん
」
す
る
、
ま
た
も
し
「
相
そ（
背

）
む
き

申
」
す
こ
と
が
あ
れ
ば
、「
左
近
二
郎
」
が
「
か
（
カ
）ら

め
上
」
げ
、「
二
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人
之
御
年
貢
」
も
「
無
沙
汰
」
せ
ぬ
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
場
合

に
よ
れ
ば
「
左
近
二
郎
」
が
「
相
す（済
）ま

」
す
と
言
及
し
て
い
る
こ
と

が
読
み
と
れ
る
。

以
上
を
ふ
ま
え
、三
カ
条
に
わ
た
る
内
容
に
背
か
な
い
こ
と
を「
左

近
太
郎
」「
新
四
郎
」「
左
近
二
郎
」
の
三
人
が
連
署
し
て
起
請
文
を

し
た
た
め
、「
ほ（梵
）ん

天
・
た（
帝

釈

）

い
し
や
く
」
以
下
の
神
仏
に
誓
う
と
と

も
に
、「
甚
次
郎
」
へ
提
出
し
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
る
。

慶
長
年
間
と
い
う
江
戸
時
代
前
期
に
お
い
て
も
な
お
、
境
界
争
い

な
ど
の
紛
争
が
た
え
な
か
っ
た
よ
う
す
が
本
史
料
か
ら
も
う
か
が
え

る
が
、
残
念
な
が
ら
文
面
に
は
地
域
名
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
れ
だ
け
で
は
ど
の
地
域
に
伝
わ
っ
た
文
書
で
あ
る
の
か
さ
だ
か
で

な
い
。

た
だ
、
結
論
を
先
に
の
べ
る
な
ら
、
本
史
料
は
、
井
岡
康
時
氏
の

ご
教
示
を
ふ
ま
え
、
大
和
国
平
群
郡
窪
田
村
（
現
、
奈
良
県
安
堵
町
）

に
か
か
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

手
が
か
り
は
、
起
請
文
の
宛
所
と
な
っ
て
い
る
「
甚
次
郎
」
が
、

平
群
郡
「
岡
崎
村
や
隣
郡
吐
田
村
な
ど
に
多
く
の
田
畑
を
所
有
し
て

い
た
窪
田
甚
次
郎（

（
（

」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
点
に
あ
る
。

窪
田
氏
は
、「
戦
国
時
代
か
ら
一
六
世
紀
末
の
信
長
・
秀
吉
の
天

下
統
一
の
時
代
ま
で
筒
井
氏
の
配
下
で
数
々
の
合
戦
に
参
加
す
る
と

い
う
武
士
的
な
性
格
を
持
ち
な
が
ら
も
、
筒
井
定
次
の
伊
賀
転
封
に

際
し
て
在
地
を
離
れ
ず
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
の
検
地
を
経
て

近
世
に
い
た
っ
て
も
在
地
で
庄
屋
と
し
て
存
続
し
続
け
た（

（
（

」
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
氏
は
の
ち
に
石
田
家
と
中
家
に
分
か
れ
、
こ
の
う
ち
中

家
の
屋
敷
が
「
大
和
地
方
に
お
け
る
環
濠
住
居
の
形
態
を
よ
く
保
っ

て
い
る
遺
例
で
、
二
重
に
堀
を
回
ら
し
た
中
に
二
軒
分
の
敷
地
が
あ

る
。
建
物
も
主
屋
と
附
属
屋
（
大
棟
が
重
文
）
の
ほ
か
に
、
持
仏
堂

と
庫
裏
ま
で
残
し
て
い
る
の
は
珍
し
い（

（
（

」
住
宅
と
し
て
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
窪
田
氏
に
伝
っ
た
と
お
ぼ
し
い
『
窪
田
・
石
田
甚
治
郎
文
書
』

に
よ
れ
ば
、
甚
次
郎
の
名
は
、
す
で
に
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）

十
月
九
日
付
窪
田
庄
名
主
職
補
任
状（

（
（

に
「
甚
次
郎
」
と
し
て
み
え
る
。

ま
た
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
十
月
二
十
八
日
付
文
禄
二
年
分

窪
田
村
納
米
皆
済
状（

（
（

の
宛
名
と
し
て
「
く（窪
田
）

ぼ
た
村　

甚
次
郎
殿
」、

そ
し
て
、
お
そ
く
と
も
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
八
月
二
十
二
日
に

は
、「
く（窪
田
）

ほ
た
村
庄
屋
」「
甚
二
郎（

（
（

」
と
称
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で

き
る
。

『
窪
田
・
石
田
甚
治
郎
文
書
』
に
は
、
本
史
料
の
年
代
と
近
い
慶

長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
～
十
三
年
の
年
紀
を
も
つ
史
料
が
複
数
残
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さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
本
史
料
と
同
系
統
と
思
わ
れ
る
慶
長

十
一
年
五
月
二
十
六
日
付
起
請
文
案（

（
（

も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
起
請
文
案
は
、
同
じ
く
『
窪
田
・
石
田
甚
治
郎
文
書
』
に
残

さ
れ
る
同
年
月
日
付
の
二
通
の
請
文（

（
（

の
内
容
か
ら
「
孫
一
」
が

「
く（窪
田
）

ほ
た
の
甚
二
郎
殿
へ
た
い
し
別
心
を
企
、
は
し
り
申
」
し
た
こ

と
に
つ
い
て
「
御
詫
言
」
を
申
し
、「
御
赦
免
」
さ
れ
た
こ
と
を
め

ぐ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
な
ぜ
、「
孫
一
」
が
「
く（窪
田
）

ほ
た
の
甚
二
郎
」
に
「
別
心
を
企
」

て
た
と
記
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
理
由
は
、
起
請
文
案
に
「
代
々
御

被
官
の
事
ニ
て
御
座
候
故
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
被
官
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、「
く（窪
田
）

ほ
た
の
甚
二
郎
」
は
、
被
官
百
姓
を
か
か
え
て
い

た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
る
わ
け
だ
が
、
実
際
、
若
干
時
期
の
さ
が

る
「
辰
」（
元
和
二
年
・
一
六
一
六
）
九
月
二
日
付
「
く（窪
田
）

ほ
た
甚
二
良
」

申
状（

（
（

に「
拙
者
普
（
譜
）代

相
伝
之
被
官
九
人
は（吐
田
）

ん
だ
村
ニ
御
座
候
」、ま
た
、

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
八
月
二
十
二
日
付
「
く（窪
田
）

ほ
た
村
庄
屋　

甚

二
郎
」
言
上
状
案（

（1
（

に
も
「
拙
者
普
（
譜
）代

相
伝
の
ひ（
被
官
）

く
わ
ん
と
も
先
年

よ
り
は（吐
）ん

田
村
ニ
家
を
持
せ
、
壱
ケ
月
ニ
十
日
・
十
五
日
ツ
ヽ
拙
者

所
へ
は
た
ら
き
申
候
」
と
、
隣
村
吐
田
村
に
も
被
官
百
姓
を
住
ま
わ

せ
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

本
史
料
の
差
出
で
あ
る
左
近
太
郎
・
新
四
郎
・
左
近
二
郎
の
三
人

も
ま
た
、
吐
田
村
に
家
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

た
だ
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
九
月
二
日
付
大
和
国
平
群
郡
窪
田

村
御
検
地
帳（

（1
（

に
は
、「
左
近
太
郎
」「
新
四
郎
」「
左
近
二
郎
」
の
ほ
か
、

出
入
の
発
端
と
な
っ
た
田
畑
の
所
有
者
で
あ
っ
た
「
助
三
郎
」
の
名

も
み
ら
れ
る
か
ら
、本
史
料
が
伝
え
る
内
容
は
、窪
田
村
内
で
お
こ
っ

た
も
の
と
み
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

な
お
、慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
三
月
九
日
付
で
「
甚
次
郎
殿
」

に
宛
て
ら
れ
た
又
七
・
助
八
連
署
起
請
文（

（1
（

の
罰
文
の
文
面
は
、
本
史

料
と
き
わ
め
て
酷
似
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
本
史
料
が
大
和
国

平
群
郡
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
蓋
然
性
が
裏
づ
け
ら
れ
よ

う
。

註（
1
）	

安
堵
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
安
堵
町
史　

本
編
』（
一
九
九
三
年
）「
第

４
章　

近
世
」「
四　

大
和
武
士
の
帰
農
」
参
照
。

（
2
）	

安
堵
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
安
堵
町
史　

本
編
』「
第
３
章　

中
世
の

安
堵
地
方
」「
三　

窪
田
庄
と
窪
田
氏
」
参
照
。

（
3
）	
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
「
中
家
住
宅
（
奈
良
県
生
駒
郡
安
堵
村
） 

主
屋
」

説
明
。

（
4
）	

安
堵
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
安
堵
町
史　

史
料
編　

上
巻
』（
一
九
九
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〇
年
）「
中
世
編
」
所
収
「
窪
田
文
書
」。

（
5
）	
註
（
４
）
参
照
。

（
6
）	
安
堵
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
安
堵
町
史　

史
料
編　

上
巻
』（
一
九
九

〇
年
）「
近
世
・
近
代
編
」「
窪
田
」。

（
7
）	

註
（
６
）
参
照
。

（
8
）	

註
（
６
）
参
照
。

（
9
）	

註
（
６
）
参
照
。
な
お
、
川
西
町
史
編
集
委
員
会
編
『
川
西
町
史　

史
料
編
』（
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、『
安
堵
町
歴
史
民
俗
資
料
館
寄
託

文
書
』
と
な
っ
て
い
る
。

（
10
）	

註
（
６
）
参
照
。

（
11
）	

安
堵
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
安
堵
町
史　

史
料
編　

下
巻
』（
一
九
九

一
年
） 「
検
地
帳
編
」
所
収
。

（
12
）	

註
（
６
）
参
照
。

（
付
記
）

本
史
料
紹
介
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
井
岡
康
時
氏
・
村
上
紀
夫
氏
・
木
下
光

生
氏
よ
り
有
益
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
、
二
〇
二
四
年
度
日
本
史
Ⅱ
や
史
料
講
読
Ⅲ
に
お
い
て
学
生
諸
君
と
読

解
し
た
成
果
も
含
ん
で
い
る
。
学
生
諸
君
に
も
謝
意
を
あ
ら
わ
し
た
い
と
思

う
。


